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決 　 算 　 報 　 告
町の家計簿を公開します

（歳入歳出差引額）

1億2,940万2千円 −
（翌年度への繰越）

1,762万7千円 ＝
（実質収支額）

1億1,177万5千円

歳入　3,311,027千円

歳入の用語解説

自主財源 町が自主的に収入できる財源

依存財源
国、県から定められた額を交付されたり割り当てら

れたりする収入

地方交付税

国から町に交付されるお金。国税のうち所得税や法

人税、たばこ税、酒税、消費税が町の財政力に応じ

て交付

国庫支出金
国補助金など特定の目的の事業の財源となる国の補

助金等

町債 事業を行うために町が計画的に借りるお金

町税 町民の皆様から町に直接納めていただくお金

繰入金 基金等からの繰入

　一般会計の歳入総額は33億1,102万7千円で、前年度

より3億8,294万１千円（13.1％増）の増額決算となり

ました。増額の主な要因としては、地方創生拠点整備

事業（いまべつ総合体育施設建設等）に係る国庫支出

金の増と地方債の増によるものです。

　地方交付税の減により、依存財源は対前年度3.3％

と微増で、町税や地方債の増により、自主財源は対前

年度38.4％増加し、自主財源の占める割合は33.9％と

昨年より6.2％の増となりました。

町税の内訳　　合計　354,532千円
固定資産税
237,963千円

町民税
89,540千円

軽自動車税
7,283千円

町たばこ税
19,746千円

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方消費税
交付金等

�町債

町税

繰入金

諸収入

使用料
手数料

その他

0 2 4 6 8 10 12 14 16
（億円）

109,589千円
（3.3％）

23,221千円
（0.7％）

88,249千円
（2.7％）

163,858千円
（4.9％）

354,532千円
（10.7％）

383,087千円
（11.6％）

66,526千円
（2.0％）

121,417千円
（3.7％）

537,872千円
（16.2％）

1,462,676千円
（44.2％）

依存財源
2,188,491千円

自主財源
1,122,536千円
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　町民の皆様が納めた税金、国や青森県などから入ったお金はどのくらいで、
どのように使われたかお知らせします。

平　成　29　年　度

（一般会計歳入決算額）

33億1,102万7千円 −
（歳出決算額）

31億8,162万5千円 ＝
（歳入歳出差引額）

1億2,940万2千円 ➡
歳出　3,181,625千円

歳出の用語解説

総務費 選挙や戸籍、徴税、町の庁舎管理、職員の給与等の経費

民生費 高齢者や障害者、児童などの福祉に関する経費

衛生費 各種検診や予防接種、ごみ処理などの経費

農林水産業費
農林水産業の振興、農業用道路や水路の整備、農村環

境整備などの経費

土木費 町道や河川の整備、町営住宅の管理、除排雪等の経費

消防費
青森地域広域事務組合の負担金や消防団員の報酬、消

防機器の管理等の経費

教育費
小中学校の管理、社会教育、生涯学習・体育の振興、

文化財保護等の経費

公債費 町の借金である町債を返済するための経費

　一般会計の歳出総額は昨年度より、4億2,077万５千円増（15.2％

増）の31億8,162万5千円となりました。増加の主な要因は、地方

創生拠点整備事業（いまべつ総合体育施設建設等）による総務費

の増、公共施設の解体工事、ほ場整備事業といったハード事業の

増が要因となっています。

一般会計を町民１人あたりにすると…
（平成30年3月末人口2,710人より算出）

納めたお金　130,823円

固定資産税
87,809円

町民税
33,041円

軽自動車税
2,687円

町たばこ税
7,286円

使われたお金　1,174,032円

議会費
17,929円

総務費
349,630円

民生費
206,649円

労働費
4円

農林水産業費
76,559円

商工費
43,669円

土木費
96,470円

消防費
68,958円

教育費
66,298円

災害復旧費
9円

公債費
117,550円

諸支出金
68,594円

衛生費　61,713円
〔うち広域事務組合分（ゴミ、し尿、斎場）〕� 21,511円

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

諸支出金等

0246810
（億円）

48,587千円（1.5％）

947,498千円
（29.8％）

560,018千円（17.6％）

167,243千円（5.3％）

10千円（0.0％）

207,475千円（6.5％）

118,342千円（3.7％）

261,435千円（8.2％）

186,876千円（5.9％）

179,669千円（5.6％）

318,559千円（10.0％）

185,913千円（5.9％）
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平成29年度の主な事業
（平成29年度決算統計による資料）

【ソフト事業】� （単位：千円）

事　業　名 事業費等

新幹線等通学助成事業 1,213

運転経歴証明書交付補助金 6

保育園負担金軽減・学校給食費軽減事業 6,039

【ハード事業】� （単位：千円）

事　業　名 事業費等

地方創生拠点整備事業 293,552

第三長川水源地橋補修工事 54,028

大泊１号線外舗装補修工事 49,556

小学校鉄筋校舎解体工事 31,864

町営団地１、３号棟解体工事 23,095

主な特別会計決算状況
●国民健康保険診療施設勘定特別会計について

　平成29年度決算は、院外処方への移行に伴う、医薬材料や賃金の減により、歳入62,492千円、歳出53,053千円の減

少となりました。

●水道事業特別会計について

　簡易水道統合整備事業が終了したことにより、前年度より、歳入313,790千円、歳出318,111千円の減少となりました。

●道の駅事業特別会計について

　道の駅いまべつ半島ぷらざアスクルの平成29年度決算は、歳入2,856千円の増、歳出は3,344千円の減となりました。

　売上収入の内訳は、食堂事業収入24,652千円（18.9％減）、物産販売事業収入36,177千円（32.0％減）、レンタカー

事業収入1,862千円（7.5％減）となりました。

特別会計歳入歳出決算額
（単位：千円）

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一　　般　　会　　計 3,311,027 3,181,625 129,402

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 509,364 468,805 40,559

国民健康保険特別会計（診療所施設勘定） 109,022 105,976 3,046

後期高齢者医療特別会計 49,403 49,066 337

介護保険特別会計（保険事業勘定） 525,558 493,676 31,882

介護保険特別会計（サービス事業勘定） 24,045 18,967 5,078

今別町地区簡易水道事業特別会計 139,442 112,880 26,562

道の駅事業会計 129,043 113,255 15,788

小　　　　　計 1,485,877 1,362,625 123,252

合　　　　　　　　計 4,796,904 4,544,250 252,654

新幹線等通学助成金

平成30年７月７日にオープンした「いまべつ総合体育館」

学校給食費軽減事業
解体した町営団地１、３号棟 老朽化が進み解体した今別小学校舎
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平成29年度今別町基金の状況

平成29年度決算に基づき算定された健全化判断比率と資金不足比率は次のとおりです。

１、基金残高の変動状況（総括）� （単位：千円、％）

区　　　分 平成29年度末 平成28年度末 増減額 増減率

基金総額 657,347 508,644 148,703 29.2

財政調整基金 278,273 222,421 55,852 25.1

減債基金 106,113 61,114 44,999 73.6

その他特定目的基金 272,961 225,109 47,852 21.3

２、その他特定目的金の変動状況� （単位：千円、％）

区　　　分 平成29年度末 平成28年度末 増減額 増減率

１ 庁舎等建設基金 58 58 0 0.0

２ 町ふるさと基金 173,711 154,361 19,350 12.5

３ 教育振興基金 2,976 2,827 149 5.3

４ 町営住宅建設基金 17,962 15,269 2,693 17.6

５ ふるさと水と土保全対策基金 1 1 0 0.0

６ 奨学金貸与基金 14,051 22,292 ▲ 8,241 ▲37.0

７ 地域福祉基金 1 1 0 0.0

８ ふるさと応援基金 12,398 5,797 6,601 113.9

９ 過疎地域自立促進特別事業基金 10,789 10,789 0 0.0

10 公共施設修繕等基金 41,014 13,714 27,300 199.1

合　　　　　計 272,961 225,109 47,852 21.3

　基金については、平成29年度末現在高が657,347千円（前年度末現在高508,644千円）148,703千円の増となりまし

た。要因としては、普通交付税人口減少対策分として交付された分をふるさと基金への積立や公共施設修繕等基金に積

立したもので、主な基金現在高は財政調整基金現在高が278,273千円（前年度末222,421千円）、減債基金106,113千円

（前年度末61,114千円）、ふるさと基金153,711千円（前年度154,361千円）、公共施設修繕等基金41,014千円（前年度

13,714千円）などとなっています。

平成29年度今別町の健全化判断比率と資金不足比率

１．健全化判断比率

区　　分
平成29年度

決算比率

平成28年度

決算比率

早期健全化
基準

（黄色信号）

財政再生
基準

（赤信号）

実質赤字比率 − − 15.00％ 20.00％

連結赤字比率 − − 20.00％ 30.00％

実質公債費比率 7.0％ 9.1％ 25.00％ 35.00％

将来負担比率 12.9％ 23.7％ 350％

※実質赤字比率は黒字で赤字が算定されていないため、「―」の表

示になっています。

健全化判断比率の４指標

実質赤字比率
今別町の一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す

ものです。

実質連結赤字比率
今別町のすべての会計の黒字や赤字を合計して、全会計の赤字の程度

を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。

実質公債費比率

今別町のその年の借入金の返済額や借入金に準ずる経費（公営企業等

ほかの会計の借入金に対する操出金や一部事務組合の借入金の負担

額）の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。

将来負担比率

今別町の一般会計の借入金、特別会計等の借入金や将来、一般会計が

支払う可能性のある負担等を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が

高いかを示すものです。

資金不足比率

資金不足比率
公営企業の資金不足を料金収入規模と比較して

指標化し、経営状況の深刻度を示すものです。

２．資金不足比率

特別会計名
平成29年度

決算比率

平成28年度

決算比率

経営健全化

基準

今別地区簡易水道

事業特別会計
− − 20.00％

平成29年度の今別町の健全化判断比率・資金不足比率は

すべて基準を下回りました。

左記指標の基準

　４つの健全化判断比率のうちいず

れか一つが「早期健全化基準」以上

となると「早期健全化団体」となり、

「財政健全化計画」を策定し、自主

的な改善努力による財政の早期健全

化に取り組まなければなりません。

　さらに「財政再生基準」以上にな

ると、「財政再生団体」となり、「財政

再生計画」を策定し、国、県の強力

な関与の下で確実な財政の再生を実

行しなければなりません。

資金不足比率が「経営健全化基準」以上となると、「経営健

全化団体」となり、「経営健全化計画」を策定し、公営企業

の経営健全化に取り組まなければなりません。
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　1958年（昭和33年）10月21日に津軽線（青森駅～三厩駅間）が全線開業し、2018年（平成30年）10月21日で

60周年を迎えました。青森市の青森駅と外ヶ浜町の三厩駅を結ぶ鉄道路線は、地元から「ガニ線」と呼ばれ、

通学や沿線住民の生活交通として利用されています。近年では、北海道新幹線「奥津軽いまべつ駅」開業に伴

い、ローカル線にも注目を浴び、風情のある鉄道写真を撮ろうと鉄道ファンも多く訪れています。

　10月21日、津軽線全線開通60周年を盛り上げようと

ＪＲ東日本青森運輸区が主となり、臨時列車運行にあ

わせて各駅で賑やかしが行われました。今別駅、津軽

二股駅には多くの町民の皆さんにお集まりいただき、

横断幕・のぼりの掲出とお手振りを実施しました。車

両が見え、大きく手を振ると乗客も笑顔で手を振り返

してくれました。短い停車時間でしたが、津軽線沿線

の盛り上げと温かいおもてなしができました。

津軽線全線開業60周年
住民の生活交通として活躍祝

津
軽
線
の
歴
史

年　　月　　日 出　　　来　　　事

1951年（昭和26年）12月５日
日本国有鉄道が青森駅 - 蟹田駅間を津軽線として新規開業。

油川駅、奥内駅、後潟駅、蓬田駅、瀬辺地駅、蟹田駅が開業。

1958年（昭和33年）10月21日
蟹田駅 - 三厩駅間 (28.8km) を延伸し全線開業。

中小国駅・大平駅・津軽二股駅・大川平駅・今別駅・三厩駅が開業。

1959年（昭和34年）11月25日 津軽宮田駅・左堰駅・中沢駅・郷沢駅が開業。

1960年（昭和35年）12月10日 津軽浜名駅が開業。

1987年（昭和62年）４月１日 国鉄分割民営化により、東日本旅客鉄道が承継。

1991年（平成３年）３月16日 三厩駅を「みうまや」から「みんまや」に呼称変更。

1958年、津軽線開通

沿線住民の交通手段として活躍中！ 2017年８月１日、水洗トイレが新設されるなど今別駅がリニューアル

お手振りで町民の皆さんと津軽線全線開通60周年を祝福

お手振りで祝福！
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　第２弾の今回は依田啓夢さん（袰月）です。依田さんは大学生時代にゼミ活動

の一環で訪れ、少子高齢化など町が抱える課題を目にし、「今別町のために何か

したい」と考え袰月地区に移り住みました。現在は、「合同会社袰月海宝」と

「奥津軽いのしし牧場」で働いています。

町発展のために一緒に活動したい！
　移住を決心した時の心境を改めて尋ねると「北海道新幹線開業の明るい話題の

陰に、少子高齢化などの課題や問題があると知り、町の活性化のために関わって

いきたいと考えるようになりました。町を盛り上げようと懸命に取り組んでいる

方々を見て、その方々と一緒に活動したいと思いました」と当時を振り返りました。

やりがいを感じる仕事
　依田さんは合同会社袰月海宝、奥津軽いのしし牧場で働き、商工会青年部の会員としても活動しています。

働いて嬉しかったこと、大変だったことを尋ねると「焼干灰わかめの販売、県内唯一の事業であるいのしし牧

場などブランドとして発展するものと期待しています。商工会青年部でも北海道木古内町と交流を通じて、

様々な事業を展開しようと考えています。自然相手の仕事ということもあり、厳しい状況の時もありますが、

やりがいを感じています」と話してくれました。

自分の取組みを通して証明したい！
　多くのメディアにも取り上げられ「周りからたくさんの声援をい

ただきました。家族には自分がやりたいことなら応援すると後押し

されましたし、袰月地区の皆さんにもお世話になっているので感謝

の気持ちでいっぱいです」と話してくれました。

　最後に今後の目標と今別町の将来像を尋ねると「やらされるのでは

なく、自分がやりたいことを楽しく取組むのが一番だと思います。後

継者がいないとか言われていますが、自分の取組みを通し、稼げる・

生活できるという事を証明したい。将来は一緒に活動する仲間を増や

し、町の発展に繋げていきたい」と意気込みを語ってくれました。
作業中の依田さん。忙しい毎日ですが、日々奮闘中！

依
よ

田
だ

　啓
ひろ

夢
む

さん

 このコーナーでは、町の活性化に取組んでいる人、ＰＲ活動等に励んでいる人、事業等を展開し様々な

分野で活動・活躍している人など、今別町在住の個人・団体の取組みを取材し紹介していくコーナーです。

聞いでけろ〜！わぁだぢの
取組

わぁだぢの
取組

第２弾

今別町のブースに多くの方が来場しました

　10月13日、青森新町通りにおいて青森公立大学主催の「青森まるっと

よいどころ祭り」が開催され、青森県内の特産品が販売されました。

　今別町からは大川平加工グループがもち類や混ぜご飯の販売、いまべ

つ牛販売促進連絡協議会が串焼き等をそれぞれ販売し、午前10時の開始

とともにブースには長い列ができ、商品が売切れになるなど大好評でした。

　また、買い物された方々に町パンフレットも一緒に配布し、魅力ある

食とともに観光スポット等も合わせてＰＲしました。

「青森まるっとよいどころ祭り」でＰＲ



82018年11月号

第37回今別町社会福祉大会と平成30年度敬老の集い
　９月20日、開発センターにおいて「第37回今別町社会福

祉大会と平成30年度敬老の集い（大会スローガン：ともに

生きる福祉コミュニティを目指して）」が開催されました。

　内閣総理大臣顕彰や今別町社会福祉大会部門、白寿者な

ど多くの方々が受賞し、今別町の社会福祉の発展に功績の

あった方々に対して感謝の意を表すとともに長寿を祝いま

した。表彰後、受賞者を代表し柳谷節子さんが「今後も更

なる町発展のため貢献していきたい」と謝辞が述べられる

と、会場から大きな拍手でたたえられました。

　午後には、今別こども園児による荒馬の披露やかわいら

しいダンスのほか、各老人クラブ及びボランティア有志の

皆さんによるカラオケ・舞踊も披露され、笑顔が絶えない

一日を過ごしていました。（表中敬称略）
多くの方の功績がたたえられる

内閣総理大臣顕彰伝達

◎百歳高齢者

　中嶋　ヨシ（八幡町）

　高坂　キヨ（八幡町）

　勝野　たみ（今別）

青森県知事顕彰伝達

◎高齢者知事顕彰（百歳）

　中嶋　ヨシ（八幡町）

　高坂　キヨ（八幡町）

　勝野　たみ（今別）

88歳到達者夫婦

◎大川平　田中光男　フミ

　　　　　村上喜右衛門　セツ

今別町社会福祉協議会会長表彰

◎個人表彰の部　ボランティア表彰

　小鹿ハルノ　平野友子　柳谷節子

白寿者（99歳）

◎八幡町　古川カツヱ

◎二　股　相内タヱ

◎奥平部　田中キヨメ

米寿者（88歳）

◎八幡町　小鹿正義　木村とめ

◎今　別　佐藤正明　梅田利通

　　　　　平野勇太郎　佐藤ひさ江

　　　　　新山てる江　松本節江

　　　　　藤田京子

◎西　田　小倉とみゑ　小鹿ツナ

　　　　　北山剛　相内武平

　　　　　伊藤春敏　小鹿キヨエ

　　　　　大場キヨ子

◎浜　名　新井田一

◎大川平　平山一男　村上忻悦

　　　　　嶋中一夫　相内昇治

　　　　　嶋中ツル 　田中フミ

　　　　　田中ときゑ　村上セツ

　　　　　田中まつ子　工藤京子

◎二　股　鈴木キヨエ

◎村　元　宮本平内

◎山　崎　太田榮子　島中マル子

◎大　泊　宮本清七　吉田たみゑ

◎袰　月　小倉きくゑ

◎砂ケ森　蝦名健太郎　藤巻栄太郎

　　　　　藤巻テイ

◎奥平部　田中久延　田中久子

喜寿者（77歳）

◎白　鳥　大川哲弘　澤田睦男

　　　　　三國千鶴子　中嶋ゆり

　　　　　佐藤かね　工藤タケ

◎　旭　  佐藤弘昭　勝野正子

◎　曙　  三上一彦　阿部葆子

◎新　生　吉澤友子　

◎高　砂　川村喜代治　木村マサ

◎白　梅　村上博義

◎関　口　大澤良

◎明和会　太田正美

◎大　泊　本田ハツヱ

◎協　和　川口義則　小倉正久

ダイヤモンド婚（婚姻60年）

◎今　別　小鹿　力　百合子

◎大川平　嶋中一夫　キミヱ

　　　　　相内義弘　優子

◎大　泊　吉田　明　せつ

◎袰　月　堀谷仁一　浪子

金婚者（婚姻50年）

◎関　口

　横濱利一　房

　畠山清隆　洋子

　大澤義道　良

◎袰　月

　小倉龍毅　絹子

謝辞を述べる柳谷さん（右）

受賞者を祝う各老人クラブの芸能披露

長寿者番付表
（平成30年８月31日時点）

【
男
性
部
門
】

氏　名 年齢 地区名
吉田　太助 104 大　泊

小鹿　重藏 96 大川平

村上喜右衛門 95 大川平

佐藤　忠泰 94 大川平

嶋中　賢一 94 大川平

佐藤　正德 94 今　別

渋谷　益雄 94 八幡町

平山　欽也 93 西　田

蝦名　豊一 93 砂ケ森

藤田鉄次郎 92 今　別

【
女
性
部
門
】

氏　名 年齢 地区名
米谷　サナ 102 大　泊

大川　ミエ 102 今　別

鹿内　きよ 101 浜　名

中村　香代 101 大　泊

勝野　たみ 100 今　別

中嶋　ヨシ 100 八幡町

高坂　キヨ 99 八幡町

相内　タヱ 98 二　股

古川カツヱ 98 八幡町

田中キヨメ 98 奥平部
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有料広告掲載
しませんか

　広報いまべつでは町民サービスの向上と企業や商店等による事業活動の活性化を支援するため、要綱を
定め、有料広告を募集しています。・縦4.5cm×横17㎝　3,500円／月　・縦4.5cm×横 8㎝　1,800円／月
　広告掲載を希望する１ヵ月前までに広告の原稿を添えて今別町役場企画財政課までお申し込み下さい。
（申込書は企画財政課に備え付けてあります）
【お問合せ先】　今別町役場　企画財政課　電話：０１７４－３５－３０１２

募集

No.201802-001

サーモン養殖スタッフサーモン養殖スタッフ 正社員１名月給　20−25万円
その他、契約社員からの正社員へも可能

筋子のオカムラが、サーモン養殖に特化した日本サーモン
ファーム株式会社を立ち上げ、皆様のご協力のもと、
今別町での海面養殖試験を開始しております。
一緒にこの事業を大きくしていこうという意欲のある方、
ご応募お待ちしています！

日本サーモンファーム（株）
〒030-1502
東津軽郡今別町大字今別字今別71-1
採用担当：養殖部  鈴木
携帯：090-6258-2206
HP：http://japan-salmonfarm.com/
勤務地：今別町大字今別字今別71-1
休日：年間休日日数  87日（シフト制）
勤務時間：8：00～16：30（休憩60分）
勤務時間は現場の実情に合わせ随時変更いたします
資格：35歳まで、普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

＊体力に自信のある方で、今別町、外ヶ浜町
出身の方や、工業高校や技術系学校卒の方、
プログラマーなどPCに強い方、優遇します。
応募：事前連絡の上、左記住所に履歴書を
ご郵送ください。
書類選考後面接日時を連絡いたします。
社会保険完備　　
正社員給与：月給20-25万円　年俸制
勤務開始：随時
仕事内容：海上での給餌や養殖施設整備、
他データ管理解析など
養殖に関する実務未経験者歓迎です！

　このたび、内水面漁業協同組合の組合

長に宮﨑藤雄さんが選出されました。

　内水面漁業協同組合ではヤマメやアユ

の放流事業や

河川清掃など

の事業に取組

み、河川周辺

の環境保護・

維持活動等を

行います。

　平成30年７月20日に亡くなられた元青森県立今別高等学校長の

澤田瑞穂氏が内閣府より従五位瑞宝小綬章を受章しました。澤田

氏は校長としての職務を

果たし、成績をあげられ

たことによる受章となり

ました。９月19日に青森

県立青森北高等学校今別

校舎の髙谷悟校長が妻・

田鶴子さんのもとを訪れ

伝達しました。

新組合長に宮﨑藤雄氏就任 瑞 宝 小 綬 章 を 受 章

伝達を受ける妻・田鶴子さん（左）

感謝状が贈られ、笑顔の赤十字奉仕団の皆さん チームで協力したボール運びゲーム

新会長の宮﨑氏

　９月12日、リンクステーションホール青森において、日本

赤十字社青森県支部創立130周年記念式典・記念アトラク

ションが開催されました。当町では、今別町赤十字奉仕団が

多年にわたり赤十字事業の進展に寄与し、多大な貢献をされ

たことから感謝状がおくられました。また、今別町赤十字奉

仕団山崎分団から澤田征子さん、太田かつ子さん、太田初江

さんの３名が金色有功章を受章しました。今別町赤十字奉仕

団の嶋中久美子委員長は「奉仕団として社長感謝状、奉仕者

として３名が受賞することができ大変嬉しい。これからも奉

仕団の活動に励んでいきたい」と話されました。

　９月28日、今別町赤十字奉仕団と今別こども

園との交流会が開発センターで行われました。

　交流会では紅白に分かれボールを使ったミ

ニゲームで対戦し、その後、園児たちによる

かわいらしいお遊戯や今別町赤十字奉仕団に

よる芸能が披露されました。最後に皆さんで

今別おけさを楽しく踊り、昼食にカレーやス

イカを食べ、園内での生活等を楽しそうに話

すなど、お互いに交流を深めました。

今別町赤十字奉仕団に感謝状が贈られる 楽 し い 交 流 会
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　９月22日、いまべつ総合体育館において今別こども園児によ

る「ふれあい運動会」が開催されました。

　運動会を楽しみにしていた園児は、わくわくした表情で入場

し、会場に駆けつけた父母の皆さんや地域の方々の声援をうけ

ながら徒競走や玉入れ、障害物競走など各競技に取組みまし

た。途中で転んでしまったりコースを間違えてしまったりと、

ハプニングもありましたが、園児は最後まであきらめずゴール

を目指していました。

　かわいらしい衣装を身につけてのお遊戯や親子で協力しなが

らゴールを目指す競技など園児の笑顔が常に輝いていました。

最後にかわいらしい荒馬を披露し、全プログラムが終了する

と、会場から大きな拍手が園児に向けておくられました。

　９月14日

「今別町ボ

ランティア

連絡協議会

クリーン大

作戦」が行

われ、７団

体 2 4 名の

方々が参加

しました。

　参加者は４グループに分かれ、バイパス山崎線や

浜名線など道路沿いに落ちているタバコの吸い殻や

弁当の空箱など多くのゴミを拾いました。袋にはた

くさんのゴミが集まり、皆さんのおかげで、きれい

な道路になりました。

　９月29日、今別こども園児と今別駐在所の皆さんが

交通安全運動を行い、ドライバーや買い物客に交通安

全を呼びかけました。

　園児たちは安全運転を呼びかける手作りのマスコッ

トとメッセージが書かれたポケットティッシュを配布

し、「安全運転をお願いします」と交通事故などが起

きないよう願

いを込めなが

ら元気よく呼

びかけていま

した。受け

取った方々は

「安全運転に

気をつけるね」

など返答して

いました。

　９月19日、一般財団法人青森県交通安全協会外ヶ

浜地区交通安全協会の梅田久義会長が今別町役場を

訪れ「秋の全国交通安全運動」を呼びかけました。

　梅田会長は「日没が早まるこれからの時期は、夕

暮れ時の交通事故等が増加傾向にある。悲惨な交通

事故から守る

ためにも、交

通安全運動の

推進と関係機

関との連携に

より交通安全

対策に取り組

んでほしい」

と伝達しまし

た。

　９月29日に開催された「第73回国民体育大会福井し

あわせ元気国体」に青

森県代表として、澤田

稔章さん（今別町役

場）、川浪光輝さん

（今別町役場）、長内

勇樹さん（日本体育大

学：黒石市出身）が、

成年男子サーブルの部

に出場し、全国の強豪

相手に果敢に攻め、素

早い動きと豪快な剣さ

ばきで見事５位の成績

を収めました。

園 児 の 笑 顔 が 輝 い た 運 動 会

紅白対抗リレーは僅差の勝負でした

交通安全を呼びかける園児の皆さん交通安全を呼びかける梅田会長（左）

道路沿いのゴミを拾う参加者の皆さん

左から澤田さん、川浪さん、長内さん

今別町をきれいに！

交通安全マスコット配布

フェンシング国体5位

交通安全にご協力を！
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　10月４日、今別こども園において「楽つみ木広場」が

開かれ、弘前市から保育サポートサークルパピークラブ

が来園し、「つみきおじさん・おばさん」として子ども

たちと遊びました。３種類のつみ木およそ１万個を使っ

て、タワーや魚など想像力豊かに遊んでいました。中に

は友達と協力して大きな城を作ったり自分の身長ほどに

積み上げたりするなど様々な作品が完成していました。

　このたび、青森市在住（袰月出身）の小倉光雄

（泉山）さんからねぶた絵等35点の作品を寄贈い

ただきました。小倉さんから寄贈された作品は、

荒馬の里資料館や海峡の家ほろづき等に飾られる

予定です。

　10月12日、今別こども園

において、青森県で活躍し

ているシンガー、アヤノ♪

さんが来園し、「アヤノコ

ンサート」が開催されまし

た。

　県内の保育園や福祉施設

に出張し、子どもから大人

まで楽しめる音楽を届けて

いるアヤノさんは、エレク

トーンときれいな歌声で魅

了しました。ミッキーマウスマーチや童謡とんぼのめがねなどの演奏では、園児たちも手拍子をしたり、リズ

ムに乗ったり楽しい時間を過ごしていました。

細部までこだわった繊細で迫力ある作品 つみ木で楽しく遊ぶ園児たち

つみ木で遊ぼう！小倉光雄（泉山）さんから切り絵寄贈

コンサートで楽しい時間を！

　10月11日、今別町役場若手職員を中心に「定時町内放送再録音」を企画し、今別小学校１年生７名を対象に

音声録音が行われました。１年生の皆さんは、町内に元気な声を届けようと練習を重ね、本番でははきはきと

元気よくマイクに向かって発声しま

した。

　緊張していた児童もいましたが、

何度か録音すると慣れてきた様子

で、強弱をつけるなど聞こえやすい

ように工夫していました。今回録音

した音声は11月から１ヵ月交代で町

内に流れ、担当児童については、毎

月広報いまべつの１ページ目で紹介

していきます。

子どもたちの元気な声を町内へ！

最初は緊張していた様子でしたが、録音に入るとはきはきと発声していました

楽しい時間を過ごす園児の皆さんきれいな歌声を披露したアヤノさん
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　10月９日、今別小学校５年生の皆さんが、総合学習

の一環として稲刈り体験を行いました。

　５月下旬に嶋中一仁さん（大川平）所有の田んぼで

田植え作業を行い、大きく育った稲を鎌を使って切

り、一束にする作業を行いました。実際に体験した生

徒は中腰の体勢に苦戦していましたが、クラスで協力

しながら作業を進めていました。また、手作業と機械

作業の違いを体験するため実際に機械を操作し、一瞬

で束になると、生徒から歓声があがり感動している様

子でした。

　10月12日、13日に青森北高校今別校舎「今高祭」が

「ENJOY!～16人16色～」をテーマに開催されました。

　12日には荒馬運行が行われ、なかやま荘や役場前で

迫力ある荒馬演舞を披露すると、沿道の多くの方から

拍手がおくられました。13日は一般公開が行われ、生

徒が制作した展示品や食欲をそそる模擬店が並び、多

くの来場者で盛り上がりました。

　９月16日、奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間バス

利用促進事業第４弾「小泊・市浦周遊活ハマまつり

ツアー」が実施され、16名が参加しました。

　小泊漁港内で行われていた「第５回活ハマまつ

り」で昼食やお笑いライブを楽しんだあと、小説

「津軽」の像記念館や市浦相内「日吉神社」山王坊

遺跡等の歴史を学びながら巡り、その後、中泊町

ピュア直売所で地元食材等の買い物をするなど、楽

しい一日を過ごしていました。

　９月24日、カクヒログ

ループスタジアムにおい

て「平成30年度青函ママ

さんバレーボール親善大

会」が行われました。

　今別町チームは函館市

の２チームと対戦し、１

試合目は両者譲らず手に

汗握る点の取り合いの展

開となり、白熱した戦い

となりました。決着がつかず大会ルールにより両

チーム９名ずつのじゃんけんとなりましたが、運も

味方につけ、見事今別町が勝利を収めました。

 ２試合目はスパイクが決まるなどテンポよく点を

重ね、セットポイント２－０で勝利し、バレーを通

して交流を深めました。

稲刈り体験をしよう

青函ママさんバレーで交流を深める

あらま号で行くバスツアー 第４弾

建築作業員募集

機械の使い方を指導する嶋中さん（右）と作業をする児童

荒馬を披露する生徒の皆さん

決めろ、アタック！

日吉神社の二重鳥居の前で記念撮影

今高祭ENJOY！ ～16人16色～

電話面接ＯＫ！
学歴・経験・年齢不問・未経験者歓迎。採用時の上京交通費支給（規定有）。
今別町出身の従業員多数在籍！まずはお気軽にお問合せ下さい。

勤 務 地　東京都内各所現場

仕事内容　オフィスビルなど大規模な建築基礎工事中心

事務所＆寮　東京都三鷹市

勤務時間　８：00～17：00

給　　与　日給11,000円～14,000円

休日休暇　日曜、年末年始、夏季休暇、ＧＷ休暇

⃝入社祝金５万円支給（当社規定有）

⃝紹介謝礼金制度有（１人２万円／規定有）

⃝社会保険完備、資格取得支援制度、日払い・週払いＯＫ（規定有）

⃝各種手当（運転・職長・早出・残業）

⃝即入居可！寮有り（エアコン＆ＴＶ完備）

株式会社藤田組
　〒181-0014　東京都三鷹市野崎3-26-5

　　　　　　　　 電話：0422－32－5848　採用担当：池田
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軽トラ市開催のお知らせ
　11月16日（金）午前10時から午後２時まで、ふれあい文庫駐車場において「軽トラ市」が開催されます。

　海産物から農産物まで多数販売されます。さらに特別企画として、野菜袋詰め重量当てや

いまべつ牛が当たるくじ引きを行います。

　皆様のご来場をお待ちしております。

【問合せ先】今別町役場産業観光課　電話：０１７４－３５－３００５

 消防車や救急車の出動を指令する消防本部指令管

制室を大公開！119番通報の体験や、消防車や救急

車のペーパークラフトのプレゼントもあります。

指令管制室公開

　日　時：11月４日（日）・９日（金）９：00～16：00

　場　所：青森消防合同庁舎３階

　　　　　（青森市長島２丁目１－１）

　備　考：駐車場はありません。有料駐車場を

　　　　　ご利用ください。

　問合せ：消防本部通信指令課

　　　　　（電話：０１７－７７５－０８５１）

消防本部  指令管制室  公開国民年金に関するお知らせ

母子・父子・寡婦福祉資金の貸付予約の申込み受付

１１月２５日～１２月１日は犯罪被害者週間です

納めた国民年金保険料は社会保険料控除対象に

　国民年金保険料は納付した全額が社会保険料控除として、そ

の年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成30年１月から12月までに納めら

れた保険料の全額です。過去の年度分や追納された保険料も含

まれます。また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶

者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場

合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　平成30年１月１日から10月１日までの間に納付された方に

は、11月上旬に日本年金機構から「控除証明書」が送付されま

すので、申告書に添付してください。また、平成30年10月２日

から12月31日までの間に、今年初めて保険料を納付した方へ

は、翌年の２月上旬に送られる予定です。

お問合せは　青森年金事務所　お客様相談室へ

電話：０１７－７３４－７４９８
⃝予約相談の１ヵ月前から前日まで受付しています。

⃝ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証

書をご準備ください。

　国民年金のご相談・手続き等については下記までお問い合わ

せください。

【問合せ先】

　今別町役場　町民福祉課　国民年金係

　電話：０１７４－３５－３００３

　日本年金機構　青森年金事務所　お客様相談室　　

　電話：０１７－７３４－７４９８

１１９番の適正利用について

１１９番は火事や救急車の要請に使用する緊急

の回線です。

問合せ等には使用しないでください。

・災害情報の問合せ　

　電話：０１８０－９９１－６６６

・救急病院紹介

　電話：０１７－７２２－２２１１

　青森県では、母子家庭などのお子さんが、修学・修業などの

際に必要な資金の貸付予約の申込みを受付しています。

　貸付の限度額や償還方法、償還期間などの詳細については、

東地方福祉事務所までお問い合わせください。

予約申込期間　平成30年11月１日～平成31年３月31日

　　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

対象者　

　来春、お子さんが小・中学校、高等学校、高等専門学校、短期大

学、大学、大学院及び各種学校へ進学する母子・父子・寡婦家

庭の方（小・中学校の就学支度資金は所得税非課税の場合のみ）

◆なお、現在就学中の方の就学資金の申込みは、随時受付して

います。

◆平成26年10月から、父子家庭の方も貸付の対象となりました。

【問合せ先】

東青地域県民局　地域健康福祉部　福祉総室（東地方福祉事務所）

　電話：０１７－７３４－９９５０

〇犯罪被害者週間とは

　犯罪被害者等が置かれている状況や犯罪被害者等

の名誉又は生活の平穏への配慮の重要性等につい

て、国民の理解を深めることを目的として、毎年11

月25日から12月１日までの一週間に集中的な啓発事

業などを実施しています。

～たすけあい　すこしのゆうき　ひろがるきずな～

〇性暴力被害の相談先があります

　性暴力被害者は、心身に大きなダメージを受けて

いるにもかかわらず、その多くは誰にも相談できず

にいます。

　青森県警察では、性犯罪被害110番「電話♯8103

（ハートさん）」を設置して、希望する性別の警察

官が性犯罪被害に関する相談をお受けします。

　「相談＝届出」ではありません。届出を迷ってい

ても、犯罪になるのかわからなくても、まずは相談

してみませんか。

　届出するかしないか、いつ

届出するかは被害者ご自身が

決めていいことです。

【問合せ先】外ヶ浜警察署

　　　　　　電話：０１７４－２２－２２１１
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酒保に行き西塚軍曹殿の使役をなす

秋

晴

れ

を

舎

外

に

出

て

浪

打

を

通

り

合

浦

へ

昭
和
12
年
　
当
用
日
記

10
月
18
日
　
月
　
曇
勝
　
冷
温

起
床
、
屋
内
点
呼
後
畠
山
た
ち
と
第
１
雨
覆

場
に
て
昼
ま
で
立
ち
つ
く
し
た

午
後
は
西
塚
軍
曹
殿
の
所
で
軍
衣
袴
の
コ
ン

ポ
ン
、
襦
袢
〔
じ
ゅ
ば
ん
〕
の
コ
ン
ポ
ン
等

な
す
、
日
暮
食
事
ま
で
作
業
し
、
食
後
藁
布

団
〔
わ
ら
ぶ
と
ん
〕
を
上
に
運
び
、
作
業
を

続
行
し
、
８
時
半
頃
ま
で
作
業
す

２
時
よ
り
３
時
迄
点
呼
に
立
つ

10
月
19
日
　
火
　
晴
　
暖

起
床
、
屋
内
点
呼
後
、
使
役
を
な
す

午
前
中
太
田
菊
太
郎
君
（
弟
の
者
）
の
所
に

手
紙
を
書
き
、
西
塚
軍
曹
殿
の
下
に
編
上
靴

を
コ
ン
ポ
ン
─
─
、
そ
れ
よ
り
機
関
銃
の
掃

除
分
解
を
な
し
、
昼
食
は
病
院
に
行
つ
て
来

て
、
午
後
又
機
関
銃
の
分
解
及
結
合
を
な
す

作
業
終
へ
て
か
ら
面
会
場
に
行
く

大
川
平
相
内
栃
雄
君
の
父
上
と
面
会
し
た

手
紙
９
枚
書
き
、
消
灯
か
つ
き
り
ま
で
起
き

て
た

10
月
20
日
　
水
　
晴
　
暖

６
時
起
床
、
舎
前
点
呼
、
基
本
運
動
後
下
士

官
室
掃
除
、
洗
面
後
す
ぐ
食
事

８
時
整
列
、
舎
前
よ
り
銃
廠
〔
じ
ゅ
う
し
ょ

う
〕
ま
で
般
〔
搬
〕
送
を
な
し
、
午
前
中
装

填
〔
そ
う
て
ん
〕
、
抽
出
を
な
す
、
午
〔
ひ

る
〕
ま
だ
般
〔
搬
〕
送
を
な
し
、
午
後
は
目

測
歩
測
を
教
は
り
前
進
法
、
陣
地
侵
入
、
銃

手
交
代
も
教
は
る
、
久
し
振
り
で
目
測
に
行

き
て
田
圃
〔
た
ん
ぼ
〕
を
見
た

食
器
配
し
た
る
後
、
３
号
入
浴
場
に
入
浴
に

行
く

点
呼
後
試
験
あ
り

10
月
21
日
　
木

起
床
、
舎
前
点
呼
後
、
掃
除
、
水
を
汲
み
掃

除
後
洗
面

洗
面
後
俸
給
３
円
64
銭
也
を
頂
く

８
時
半
起
床　

１
駆
足
〔
か
け
あ
し
〕
交
代

　

２
各
個
躍
進　
　

３
葡
萄
〔
匍
匐
＝
ほ
ふ

く
〕
交
代　

４
同
時
前
進　

５
陣
地
侵
入
時

前
の
準
備
、
準
備
体
操
後
キ
ウ
歩
を
な
し
、

北
鎮
神
社
後
に
て
駆
足
障
害
突
破
を
な
す

１
時
集
合
、
分
解
搬
送
を
復
習
せ
し
後
、
匍

匐
搬
送
を
教
は
る
、
３
時
半
頃
終
へ
た
、
最

後
に
密
集
教
練
を
な
し
、
洗
濯
を
な
す
、

新
井
田
勇
一
君
と
面
会
す
、
田
中
さ
ん
と
も

会
ふ
た

10
月
22
日
　
金
　
晴
　
暖

予
記　

秋
晴
れ
を
舎
外
に
出
る
、
波

　
　
　

〔
浪
〕
打
を
通
り
合
浦
ま
で
行
く

点
呼
は
屋
外
、
今
朝
は
め
つ
き
り
寒
い

歩
兵
砲
横
の
築
山
で
葡
萄
前
進
を
演
習
し
、

そ
れ
よ
り
裏
門
を
出
で
田
圃
を
通
る
、
分
解

搬
送
及
陣
地
侵
入
を
な
し
、
分
隊
長
を
も
や

る今
日
が
始
め
て
の
舎
外
演
習
だ
、
秋
正
に
酣

〔
た
け
な
わ
〕
な
り
だ

波
〔
浪
〕
打
を
通
り
合
浦
公
園
に
行
つ
て
来
る

10
月
23
日
　
土
　
晴
　
暖

予
記　

乾
布
磨
擦
初
〔
始
〕
ま
る

日
朝
の
行
事
を
終
へ
て
、
８
時
半
機
関
銃
隊

前
に
集
合
、
追
沼
中
佐
来
り
て
検
閲
を
行
ふ
、

第
５
班
は
銃
手
交
代
及
分
解
搬
送
を
な
す
、

大
体
に
於
て
良
好
な
り
と
の
評
あ
り
と
い
ふ
、

午
後
は
西
塚
軍
曹
殿
の
使
役
を
な
す

宮
川
君
と
２
人
で
、
荷
札
書
き
を
な
し
、
食

事
ま
で
か
ゝ
る

６
時
集
合
に
て
機
関
銃
隊
前
ま
で
集
合
、
銃

隊
長
多
忙
の
た
め
点
呼
後
集
合
と
い
ふ
、
酒

保
〔
し
ゅ
ほ
〕
に
行
き
西
塚
軍
曹
殿
の
使
役

を
な
す
、
点
呼
及
点
呼
後
の
集
合
に
参
列
せ

ず

今月号も澤田日記の本文を掲載します。

� （敬称略）

No. 13

乾布摩擦をする兵士（挿絵提供：小嶋俊洋さん）



15 2018年11月号

荘厳なる分裂式  ３大隊に分れ行われる

師
団
長
閣
下
御
出
で
に
な
り
閲
兵
及
び
訓
示
あ
り

10
月
24
日
　
日
　
ハ
レ
　
暖

日
朝
点
呼
後
、
洗
濯
を
な
す
、
シ
ヤ
ツ
、
ジ

ユ
ハ
ン
洗
ふ

各
中
隊
の
武
装
検
査
あ
り
、
マ
ゴ
ヽ
ヽ
し
て

る
内
に
ひ
る
に
な
つ
た

午
後
も
ブ
ラ
ヽ
ヽ
し
て
る
内
に
機
関
銃
身
を

持
つ
て
行
く
使
役
に
あ
た
り
、
そ
れ
よ
り
銃

隊
前
に
集
合
か
ヽ
り
、
人
員
調
査
を
行
ふ

人
員
調
査
行
つ
て
る
内
に
分
配
が
ゝ
ゝ
る

晩
後
後
潟
の
森
山
様
が
尋
ね
て
来
ら
れ
た

贐
〔
は
な
む
け
〕
１
円
賜
は
る

日
夕
点
呼
は
外

斎
藤
と
酒
保
に
行
く

10
月
25
日
　
月
　
晴
　
暖

予
記　

武
装
検
査　

５
時
起
床
、
編
上
靴
、
巻
キ
ヤ
ハ
ン
で
あ
る

分
配
を
終
へ
て
か
ら
、
８
時
集
合
、
武
装
検
査

だ
、
８
時
銃
隊
の
整
列
、
10
時
聯
〔
連
〕
隊
の

整
列
、
荘
厳
〔
そ
う
ご
ん
〕
な
る
分
列
式
が

３
大
隊
に
分
れ
て
行
は
る
、
１
時
過
ぎ
終
了

生
れ
て
初
め
て
見
る
壮
観
さ
だ

午
後
は
西
塚
軍
曹
殿
の
使
役
だ
、
官
給
物
を
返

納
し
て
今
日
か
ら
ハ
ダ
シ
だ
、
晩
分
配
鉢
を
納

め
て
か
ら
１
中
隊
に
行
き
、
鳴
海
君
と
会
は
ず

斎
藤
と
共
に
酒
保
に
行
く

10
月
26
日
　
火
　
晴
　
暖

日
朝
点
呼
後
、
分
配
に
行
く
、
入
室
に
飯
を

持
つ
て
行
つ
て
来
て
も
う
少
し
で
集
合
に
お

く
れ
る
と
こ
ろ
だ
つ
た

午
前
中
銃
廠
の
草
除
を
し
た

午
前
食
の
時
も
分
配
、
病
院
に
飯
を
持
つ
て

行
つ
た
ら
集
合
に
お
く
れ
た
。
午
後
は
今
ま

で
の
復
習
を
な
す

陣
地
侵
入
（
一
挙
及
匍
匐
）
を
な
し
て
る
内

に
日
が
西
に
傾
い
た

分
配
を
す
ま
し
て
入
浴
、
１
中
隊
の
鳴
海
上

等
兵
を
尋
ね
た
が
居
な
か
つ
た

山
中
君
が
退
院
し
た

10
月
27
日
　
水
　
晴
　
暖

便
所
に
立
つ
た
ら
起
床
と
来
た

７
時
50
分
集
合
、
機
関
銃
隊
前
に
集
合
す
る

官
給
品
配
給
で
午
前
中
か
ら
ゴ
タ
ヽ
ヽ
し
た

午
後
も
キ
ヤ
ハ
ン
を
巻
返
し
て
る
内
に
お
く

れ
て
し
ま
つ
た

午
後
は
補
助
照
準
を
復
習
す
る

ど
う
も
今
日
は
頭
ぐ
あ
い
が
変
だ

晩
方
森
山
様
が
面
会
に
来
ら
れ
た

ク
ツ
を
掃
除
し
、
頭
を
刈
り
、
食
後
洗
濯
す
る

10
月
28
日
　
木
　
晴
　
暖

予
記　

野
外
演
習

日
朝
点
呼
後
第
2
厩
前
で
馬
の
名
称
を
聞
く

そ
れ
よ
り
雨
天
覆
場
で
泳
ぎ
を
な
す

そ
れ
よ
り
馬
場
に
て
浦
田
君
か
ら
馬
の
手
入

方
聞
く

午
後
は
裏
門
よ
り
田
浦
に
出
て
演
習
開
始
す
る

川
端
で
匍
匐
前
進
を
す
る

直
行
進
、
補
助
標
準
、
散
開
、
分
解
搬
送
等

な
な
〔
を
な
〕
す

食
後
西
塚
軍
曹
の
使
役
に
事
務
室
に
行
く

10
月
29
日
　
金
　
雨
　
暖

予
記　

師
団
長
閣
下
御
出
で
に
な
る

雨
の
た
め
日
朝
点
呼
は
内

す
ぐ
朝
湯
に
行
く
、
食
後
マ
ゴ
ヽ
ヽ
し
て
る

内
に
銃
剣
が
わ
た
る
、
山
口
上
等
兵
殿
が
学

科
を
な
す

11
時
分
配
、
す
ぐ
集
合
が
か
ゝ
る

１
時
過
ぎ
師
団
長
閣
下
が
お
出
で
に
な
る

閲
兵
及
訓
示
あ
り
、
散
散
〔
散
会
〕
後
、
西

塚
軍
曹
殿
の
所
に
帳
簿
を
う
つ
す
に
行
つ
て
、

食
事
時
ま
で
か
ゝ
る

食
後
酒
保
に
行
く

点
呼
前
後
西
塚
軍
曹
殿
の
使
役
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）　

※
誤
字
・
脱
字
の
訂
正
や
、
ル
ビ
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
〔　

〕
内
に
記
し
た
。
ま
た
、
難
読

文
字
に
つ
い
て
は
〔　

〕
内
に
ル
ビ
を
付
し
た
。

（
「
青
森
県
史　

資
料
編　

近
現
代
8　

日

記
」
よ
り
転
載
・
青
森
県
県
民
生
活
文
化
課

県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
提
供
）

馬の名称を聞く（挿絵提供：小嶋俊洋さん）
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町の元気な子ども達
「今別小学校６年生」①氏名　②出身地区　③将来の夢

①小
こ

鹿
しか

　学
まな

海
か

②村元

③漁師

今別町ふれあい福祉センター11月の相談日のご案内

お悔やみ申し上げます
本郷　俊男さん　（88）村元
佐藤　才太郎さん（90）今別
宮越　はつさん　（96）大川平
木村　つゑさん　（85）浜名
中嶋　愛子さん　（78）中沢
澤田　つよのさん（86）山崎

今別町の姿
（平成30年９月30日現在）

面　積　  125.27㎢

人　口　2,678人（−７）

　男　　1,279人（−１）

　女　　1,399人（−６）

世帯数　1,431　（−６）
（　）内は前月比

戸籍の窓口 （９月１日から９月30日までの届出分）
※ご家族から了承を得た方になります。

一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと・・・など

相談種別 相　談　日 相 談 時 間 相　談　員

電 話 相 談
毎週月曜日
　〜金曜日

10：00
 〜17：00

社 協 職 員

※土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。

専門相談　専門相談員による相談

相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

法 律
相 談

借金、離婚、財
産相続、土地登
記に関する相談

11月13日（火）
13：30
〜16：30

弁 護 士

※相談を予定している方は、事前に予約をお願いします。

　当日の来所は電話でお知らせ願います。また、12月の専

門相談は司法書士による法律相談です。

※会場は開発センターで行います。

【お問合せ先】社会福祉法人　今別町社会福祉協議会
電話：0174-35−3081

町の行事予定（11月１日〜12月10日）
※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

11　月

４日（日） 第１回秋季いまべつバドミントン大会� 【いまべつ総合体育館】

11日（日） 青函ママさんバレー交流大会� 【いまべつ総合体育館】
28日（水） 乳幼児健診（開発センター）� 【町民福祉課】

30日（金） 国民健康保険税第４期納期限� 【税務会計課】介護保険料第４期納期限� 【町民福祉課】
12　月

２日（日）
第35回今別町総合福祉展・
平成30年度健康まつり（開発センター）
� 【社会福祉協議会・町民福祉課】

７日（金） 行政相談・人権擁護合同相談所（中央公民館）� 【総務課】

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

肌
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

寒
さ
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
私
は
寒
が
り
な
の
で
厚
着

し
た
り
、
温
か
い
料
理
を
食

べ
た
り
し
て
体
を
暖
め
て
い

ま
す
が
、
昨
年
か
ら
腹
巻
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
体
が
じ

わ
じ
わ
と
暑
く
な
る
よ
う
な

感
覚
が
あ
る
の
で
お
ス
ス
メ

で
す
。

　
だ
ん
だ
ん
気
温
も
下
が
り

冬
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、
早

め
の
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
広
報
担
当
　
古
村
）

編
集
後
記

イ マ ダ ス

　
９
月
に
全
校
遠
足
へ
行
き
ま
し

た
。
三
厩
の
義
経
海
浜
公
園
で
班

の
み
ん
な
と
活
動
し
ま
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
の
校
長
先

生
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
で
し
た
。
二

回
先
生
と
戦
っ
て
、
二
回
と
も
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、

小
学
校
生
活
最
後
の
全
校
遠
足

だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

海峡の家ほろづき 温泉の日のお知らせ

不動産所得税の軽減制度

事業主の皆さまへ 「働き方」が変わります！

入　浴　の　日

•温泉の日は毎月水・土曜日です。

　（11月は３日、７日、10日、14日、17日、21日、24日、28日です。）

•入浴料は幼児無料、小中学生150円、高校生以上300円です。

•入浴時間は正午から午後５時までです。

老人の日（無料）

•毎月第３木曜日（祝日の場合は前日）

　は老人の日です。

•対象年齢は65歳以上です。

　（年齢確認できるものの提示をお願いします）

•入浴時間は午前10時から午後２時までです。

※各団体等の使用は予約により随時受け付けします。

【お問合せ先】
　海峡の家ほろづき　電話：0174-36-2166
　今別町役場　産業観光課　電話：0174-35-3005

　不動産所得税は、家屋を新築・増改築したとき、土地や

家屋を売買・贈与・交換などで取得したときに一度だけ課

税される県の税金です。

　住宅の新築や中古住宅の取得等で、一定の要件に該当す

る場合には、申請により不動産所得税が軽減される制度が

あります。詳しくは、下記までお問い合わせください。

【問合せ先】東青地域県民局県税部　課税第二課

　　　　　　電話：017－734－9973

　2019年４月１日から働き方改革関連法が順次施行されます。

●時間外労働の上限規制が導入されます！

　（原則月45時間、年360時間）

　2019年４月１日～（中小企業は2020年４月１日～）

●年次有給休暇の確実な取得が必要です！

　時季を指定して毎年５日付与

　2019年４月１日～

●正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の

　不合理な待遇差が禁止されます！

　2020年４月１日～（中小企業は2021年４月１日～）

【問合せ先】

　青森労働局雇用環境・均等室　電話：017－734－4211


